
は
じ
め
に

道
路
の
設
置
管
理
瑕
疵
に
関
す
る
事
例
で
は
、
穴
ぼ
こ

の
あ
る
道
路
の
よ
う
に
物
的
瑕
疵
の
存
在
が
明
ら
か
で
あ

る
よ
う
な
場
合
だ
け
で
な
く
、
物
の
状
態
を
み
る
だ
け
で

は
瑕
疵
の
有
無
を
即
座
に
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

も
多
く
存
在
す
る
。
幼
児
を
始
め
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
々
な
ど
が
転
倒
す
る
な
ど
事
故
を
十
分
防
止
し
え
な
い

道
路
の
構
造
な
ど
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
道
路
の
設
置
管

理
瑕
疵
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
側
の

事
情
も
重
要
な
要
素
と
な
る
こ
と
は
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ケ
ー
ス
と
し
て
有
名
な
神
戸
市
道
防
護
柵
不
全
児
童
転

落
事
件

(最
判
昭
和
五
三
年
七
月
四
日
)
、
そ
の
考
え
を

踏
襲
し
た
駅
ホ
ー
ム
視
力
障
害
者
転
落
損
害
賠
償
請
求
事

件
曾
爾
判
昭
和
六
一
年
三
月
二
五
日
)
が
示
す
と
お
り
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
被
害
者
側
の
事
情
が
瑕
疵
の
判
断
要
素
と

な
る
場
合
、
①
周
辺
施
設
の
状
況
や
利
用
状
況
、
②
当
該

営
造
物
の
構
造
に
お
け
る
危
険
の
程
度
、
③
被
害
者
の
行

動
が
通
常
予
測
で
き
る
範
囲
内
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
個

別
具
体
的
に
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。特
に
、

駅
ホ
ー
ム
視
力
障
害
者
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
最
高

裁
は
、
視
力
障
害
者
に
よ
る
当
該
施
設
の
利
用
状
況
に
か

ん
が
み
、
事
故
当
時
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
標
準
化

･
普
及

の
程
度
も
管
理
瑕
疵
の
判
断
に
お
い
て
重
要
な
判
断
要
素

と
な
る
旨
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
掲
昭
和
五
三
年
判
決
の
最
高
裁
調
査
官
解
説

は

｢人
が
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
、
ど
の
程
度
に
対
し

い
か
な
る
責
任
分
担
を
す
べ
き
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
も

本
件
事
故
の
責
任
配
分
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
。
ー
!
仮
に
子
供
の
遊
び
場
と
し
て
常
態
化
し
、
本
件

防
護
柵
を
越
え
て
転
落
す
る
子
供
の
事
故
が
続
発
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
付
近
住
民
か
ら
安
全
対
策
を
と
る
よ
う

陳
情
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
道
路
管
理
者
に
も
そ
の
事
情

が
了
知
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
さ
れ
た
と

い
う
よ
う
な
事
実
関
係
で
あ
れ
ば
、
右
防
護
柵
は
子
供
の

転
落
事
故
を
誘
発
す
る
危
険
な
営
造
物
と
い
う
評
価
の
余

地
を
生
じ
、
更
に
安
全
な
金
網
の
設
置
な
ど
の
措
置
を
講

じ
な
い
限
り
瑕
疵
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
｣
と
述
べ
、
国
賠
法
二
条
の
責
任
の
範
囲
、
そ
し
て

そ
の
利
用
者
の
責
任
の
範
囲
と
の
調
整
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
責
任
の
守
備
範
囲
論
や
設
置
管
理
者
の
義
務
違
反
的
理

論
構
成
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る

(行
政
判
例
百
選
□

三
三
〇
ペ
ー
ジ
)。

道
路
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
な
ど
公
の
営
造

物
の
中
で
も
特
に
利
用
者
が
多
岐
に
渡
り
、
か
つ
、
最
も

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
公
共
性
が
極
め
て
高
い
施
設
で

あ
り
、
周
辺
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
存
続
に
不
可
欠
な

便
益
を
提
供
し
て
い
る
。
道
路
の
設
置
管
理
に
当
た
っ
て

は
、
道
路
利
用
者
の
通
常
予
見
で
き
る
行
動
を
基
本
と
は

し
つ
つ
も
、
各
道
路
の
供
用
目
的
や
利
用
状
況
等
を
勘
案

し
た
木
目
細
や
か
な
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。

今
回
は
、
歩
行
者
が
ほ
と
ん
ど
な
い
農
耕
地
帯
で
休
耕

地
に
隣
接
す
る
一
般
国
道
四
七
五
号

(東
海
環
状
自
動
車

道
)
の
工
事
箇
所
内
に
設
置
し
た
沈
砂
池
に
幼
児
が
転
落

し
た
事
例
を
取
り
上
げ
る
。管
理
瑕
疵
の
判
断
に
お
い
て
、

裁
判
所
が
如
何
な
る
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
る
の

か
、
道
路
管
理
に
お
け
る
視
点
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
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〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
五
年
一
〇
月
二
三
日

名
古
屋
地
方
裁
判
所
岡
崎
支
部

請
求
棄
却

原
告

…個
人

被
告
…
国

〔二
審
判
決
〕

平
成
一
六
年
四
月
一
六
日

名
古
屋
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

流
砂
池
に
鞠
落
し
た

、

幼
児
の
行
動
の
予
見
可
能
性

-
一般
国
道
四
七
五
号
沈
砂
池
幼
児
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



表 当事者の主張 (道路管理者 (国) の責任について (国賠法 2条論)

原 告 I 被 告

判
断
要
素

理
瑕
疵
の

国賠法2条の営造物の設置又は管理の瑕疵とは、営造物が通常有すべき安全性を欠
く状態をいうが、かかる瑕疵の存否においては、当該営造物の構造、用法、場所的環
境及び利用状況等諸般の事情を総合考慮して、個別具体的に判断すべきものである。

場
所
的
環
境

ア

本
件
沈
砂
池
付
近
の

本件沈砂池のある西加茂郡藤岡町は、
名古屋市 ･豊田市のベッドタウンとして
人口増加が著しく、急速に宅地開発が進
んでいる地域である。本件沈砂池付近の
農道は車両が時々通り、近所の住民がよ
く散歩している。

住宅地は、本件工事現場から東西に2 0
0メートル~ 3 0 0メートル離れた位置に
あり、本件沈砂地付近は、都市計画法、鳥
獣保護法等の規制から、開発行為が極めて
困難な状況にある。農道の未舗装部分がほ
とんど誰も通ることはなかった。

地
域
住
民
へ
の
周
知
状
況

イ

本
件
工
事
の

藤岡町では、急激に人口が増加し、地
元自治会に加入していない転入世帯が多
くあることから、中部地方整備局名四国
道事務所 (以下 ｢名四事務所｣ という)
は、自治会の ｢工事だより｣ に掲載する
のではなく、直接、本件工事現場付近に
居住する住民に対して、危険性を知らせ
る必要があったにもかかわらず、これを
怠った。

名四事務所は、工事開始前に藤岡町の関
係者を対象に地元説明会を開催し、住民か
らの要望窓口についても説明した。
また、工事期間中は、 ｢工事だより｣ を

月 1回発行し、地元自治体を通じて住民に
配布回覧して、工事の進捗状況や施工内容
を知らせ、工事箇所への立入禁止等の注意
喚起を行った。

ウ

本
件
事
故
の
態
様

幼児が自宅から数百メートル以内の場
所に一人で出かけて遊ぶことは日常的な
ことであり、事故当時、本件側溝には本
件沈砂池に至るまで障害物は一切なかっ
たため、身長約 1メートルの幼児であれ
ば、体をかがめることなく本件沈砂池内
に容易に進入することができる。

本件沈砂池付近が農耕地帯であり、通行
人すらまれであったという事情の下では、
何人かが本件沈砂池に侵入することなど、
到底予測できない。
本件沈砂池は、鋼矢板の上部に設置され

たオレンジ色の金網フェンス等により明ら
かに工事中であると分かるのであり、この
ような本件沈砂地の内部に本件排水口から
進入したとすれば、通常人の予見の及ぶ範
囲にない異常な行動である。

圏

原
告
は
、
本
件
沈
砂
池
に
子
供
が
容
易
に
進
入
で

圓

神
戸
地
裁
は
、
幼
児
が
単
独
で
沈
砂
池
に
至
る
こ

認 池 通
め が 常
る 通 予
こ 常 見
と 有 し
は す 得
で べ な
き き い
な 安 行
い 全 動
o 性 と

　　
い 直
て ち
い に
た 本

海
環
状
自
動
車
道
)
工
事
現
場
内
に
あ
る
※
沈
砂
池
の
底

※

本
件
比
砂
池
は
、
本
件
工
事
が
砂
防
法
の
砂
防
指
定
地
域
内
で
の
工

事
で
あ
り
、
ま
た
、
矢
作
川
水
系
に
属
す
る
河
川
流
域
内
で
の
工
事
で

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事
中
に
発
生
す
る
土
砂
の
流
出
に
よ
り
周
辺

河
川
へ
の
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
目
的
で
、
工
事
区

域
の
雨
水

を
流
入
さ
せ
、
土
砂
を
除
去
し
た
上
で
区
域
外
の
水
路
へ
流
出
さ
せ
る

た
め
に
本
件
工
事
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
施
設
。

本
件
沈
砂
池
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
の
判
断

本件沈砂池の近くには、住宅地、公園、
保育園等が存在し住民が農道等を頻繁に
散歩している状況があったことに照らせ
ば、被告は、特に幼児等が本件工事現場
や本件沈砂池で事故に遭わないよう、十
分営造物の安全に注意すべき義務があっ
たのに、これを怠ったものであり、瑕疵
があったことは明白である。

本件沈砂池付近は、 ｢建設工事公衆災害
防止対策要綱｣ が適用される ｢公衆に係わ
る区域｣ (事故が発生した場合、公衆に危
害、迷惑の及ぶおそれのある区域) に該当
しない (公道と接しておらず、第三者の立
入りも予測できない場所) ことは明らかで
ある。

本件沈砂池付近においては、 ｢公衆に係
わる区域｣ とそうでない区域との区分に応
じ、 ｢建設工事公衆災害防止対策要綱｣ 及
び ｢土木工事安全施工技術指針｣ を踏まえ
て適正に諸施策の設計 ･施工を行い、これ
を管理していたものであり、本件沈砂池が
通常有すべき安全性を欠くということは全
くなかった。

つまり、被告は、本件工事区域と公衆が
接する区域である南北の農道との間には施
錠付きゲート等を設置することにより完全
に遮断し、南側ゲート付近には、 ｢あぷな
いからはいってはいけません｣ との文字と
工事関係者を示す人物が両手を広げた絵入
りの工事関係者以外の立入禁止を示す看板
も設置していた。

注) その余の争点 (過失割合及び損害額) は誌面の都合上省略した。
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判決の概要
圏圓團霊霊

国賠法 2条の営造物の設置又は管理の瑕疵とは、営造物が通常有すべき安全性を欠く状態

をいうが、かかる瑕疵の存否においては、当該営造物の構造、用法、場所的環境及び利用状

況等諸般の事情を総合考慮して、個別具体的に判断すべきものである。

1 本件沈砂地の設置目的

(略)

2 本件沈砂池の構造

(略)

3 本件沈砂池の用法

(略)

4 本件沈砂池付近の場所的環境及び利用状況

本件沈砂地には、工事関係者以外の者が近付くことはなく、本件沈砂池の近隣の休耕地も農地

の所有者等関係者以外立ち入ることがある程度であった。また、付近の子供が本件沈砂池付近に

遊びに来ることばなく、沈砂池付近の休耕地に入り込んで遊ぶ子供もいなかった。
5 本件沈砂池の危険防止措置

名四事務所は、地元自治体を通じて付近住民に 翻り暈のお知らせ｣ を回覧し、藤岡町の関係者

を対象とした地元説明会を開催して、工事の進め方、工程期間及び築造物の概要等を説明すると

ともに、関係資料を配布し、地元自治体を通じて ｢工事のお知らせ｣ を回覧し、本件工事の周知

を図った上で、本格的に工事に着手した。
また、 ｢工事だより｣ を毎月 1回発行して、地元自治体を通じて付近住民に配布し、工事の状

況を提供して協力を呼びかけるとともに、沈砂池の写真を掲載する等して危険な工事箇所へ立ち

入らないように注意喚起を図っていた。
本件沈砂池は、本件工事の関係者のみが利用する施設で、一般人の利用は予定されていないも

のである上、本件排水口のある場所に到達するには、 ガードフェンス等を乗り越えて本件側道に

侵入した後、急な下り勾配とこれに続く急な上り勾配の双方を通過して本件沈砂地に至るかしな

ければならないのであり、幼児にとっては非常に困難である。 しかも、本件沈砂池の近隣の休耕

地は立ち入る者もほとんどおらず、まして、子供が遊びに来ることなど全くない場所であった。
ガードフェンスには、幼児でも容易に理解できる絵入りの立入禁止看板が設置されていたこと

及び本件沈砂池の鋼矢板の上部には、転落防止のためオレンジ色の金網フェンスが張り巡らされ

ていたことを併せ考慮すれば、本件沈砂池はその目的に沿って通常備えるべき安全性を備えてい

たというべきである。本件沈砂池の危険性はこのような危険防止措置によって、十分に付近住民

に周知されていたものと考えられるので、名四事務所がこの他に付近住民宅を訪問して直接かつ

具体的に本件工事の危険個所等について説明しなければ事故発生の責任を負うものと考えるのは

相当とは言い難い。
幼児が単独で本件沈砂池に至ることは、通常予測し得ない行動であるから、同様の事故が発生

しておらず、本件沈砂池の危険防止措置について付近住民から何ら改善を求めるような要求もな

いという事情の下では、 かかる通常予測し得ない幼児の行動に備えた措置をとっていなかったこ

とをもって、直ちに本件沈砂池が通常有すべき安全性を欠いていたものと認めることはできない。
以上より、本件沈砂地は、通常有すべき安全性を欠いていたということはできず、被告には、

本件沈砂池の設置又は管理に瑕疵があったとは認められない。

/( 一

　　 　　 　
　 　　 　 　　　　

　
　　 　 　 　ゞ / ′ ′'

　　

　
　　　　図1 位置図 幾ノ ン
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お
わ
り
に

今
回
の
名
古
屋
高
裁
の
判
決
で
は
、
原
告
側
の
主
張
が

全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
の
管
理
瑕
疵
の
有
無
は
、
危
険
状
況
等
の
具
体
事

情
の
総
合
判
断
に
よ
る
が
、
そ
の
際
、
先
に
も
触
れ
た
よ

う
に
、
被
害
側
の
危
険
回
避
能
力
、
危
険
回
避
の
た
め
に

探
る
べ
き
措
置
な
ど
、
被
害
者
側
の
事
情
も
ま
た
重
要
な

判
断
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
側
に
つ
い

て
問
題
と
な
る
行
為
規
範
が
数
々
あ
る
の
で
あ
る
。
特
に

転
落
事
故
の
事
例
な
ど
で
は
、
国
賠
法
二
条
で
、
そ
の

｢瑕
疵
｣
の
有
無
の
判
断
に
お
い
て
問
題
と
な
る
。
た
め

池
の
転
落
事
故
を
例
に
と
る
と
、
物
的
形
状
瑕
疵
に
お
い

て
全
く
同
一
の
た
め
池
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
が
宅
地
化
さ

れ
て
い
る
と
か
、
子
供
の
遊
び
場
が
近
い
と
い
う
よ
う
な

客
観
的
な
場
所
的
状
況
と
と
も
に
、
｢転
落
し
た
人
間
が
、

危
険
回
避
能
力
を
完
全
に
備
え
た
大
人
で
あ
る
か
、
不
完

全
な
子
供
で
あ
る
か
、
回
避
能
力
皆
無
で
あ
る
だ
け
に
親

な
ど
の
監
護
者
が
監
護
す
べ
き
乳
児
で
あ
る
か
ど
う
か
の

主
観
的
な
人
的
事
情
に
よ
っ
て
瑕
疵
の
有
無
は
異
な
っ
て

く
る
｣
の
で
あ
る
。
(遠
藤
博
也
･
国
家
賠
償
法
上
巻
)

こ
の
よ
う
な
被
害
者
側
の
事
情
を
含
め
た
総
合
判
断
を

行
っ
た
道
路
の
管
理
瑕
疵
に
関
す
る
事
例
は
、
高
知
市
道

幼
児
用
水
路
転
落
事
件

(昭
和
四
八
年
五
月
八
日
)、
尾

張
旭
市
道
通
学
路
側
溝
転
落
事
件

(昭
和
五
四
年
七
月

日
)、
東
京
都
歩
道
窪
み
歩
行
者
転
倒
事
件

(東
京
地
裁

平
成
三
年
六
月
一
人
日
)
な
ど
多
く
存
在
す
る
。
(い
ず

れ
も

｢道
路
管
理
瑕
疵
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣
(ぎ
ょ
う

せ
い
)
参
昭
巴
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
相
当
程
度
の
判
断
能
力
を
有
す
る

中
学
三
年
生
の
行
動
の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
判
断
し
た

一
般
国
道
三
四
号
学
童
側
溝
転
落
事
件

(福
岡
高
裁
平
成

一
五
年
七
月
一
五
日
)
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
台
風

で
記
録
的
な
豪
雨
時
に
中
学
三
年
生

(当
時
一
四
歳
)
が

豪
雨
の
影
響
で
浮
き
沈
み
を
し
て
い
る
側
溝
を
足
で
押
し

た
り
し
て
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
当
該
側
溝
に
転
落
し
死

亡
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
が
、
福
岡
高
裁
は

｢中
学
三

年
生
と
い
え
ば
、
好
奇
心
旺
盛
で
あ
り
、
成
人
か
ら
見
れ

ば
危
険
と
思
わ
れ
る
行
動
を
試
み
る
年
頃
で
あ
る
。
本
件

水
遊
び
の
類
は
、
誘
惑
的
存
在
だ
っ
た
ろ
う
。｣
と
し
た

上
で
、
｢同
行
動
が
通
常
予
測
し
得
る
限
度
を
明
ら
か
に

逸
脱
し
た
異
常
行
動
で
あ
り
、
設
置
･
管
理
者
で
あ
る
被

控
訴
人

(国
)
に
と
っ
て
予
測
を
超
え
た
行
動
で
あ
っ
た

と
う
ほ
ど
で
も
な
い

(最
高
裁
昭
和
五
六
年
七
月
一
六

日
)｣
と
し
管
理
瑕
疵
を
認
め
て
い
る
。

国
賠
法
二
条
は
、
危
険
責
任
の
法
理
に
よ
る
無
過
失
責

任
を
謳
う
が
、
近
年
の
裁
判
例
、
特
に
一
審
判
決
の
例
を

見
る
と
、
被
害
者
救
済
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
条
を
道
具

と
し
て
設
置
管
理
者
に
賠
償
責
任
を
認
め
る
例
が
多
く
目

に
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
同
条
が
結
果
責
任
を
問
う

も
の
で
な
い
以
上
、
｢瑕
疵
｣
の
有
無
の
判
断
は
個
別
具

体
的
事
情
に
沿
っ
て
厳
格
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

道
路
管
理
者
に
お
い
て
も
、
今
回
紹
介
し
た
裁
判
所
の

判
断
要
素
を
参
酌
し
、
日
頃
よ
り
各
道
路
の
供
用
目
的
や

利
用
状
況
等
を
十
分
勘
案
し
つ
つ
木
目
細
や
か
な
管
理
を

行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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図 3 本件沈砂池の構造




